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  Clinical Experiences with Piridazin-Meito (Sulfamethoxypyridazine) 
               in Infection of the Urinary Tract
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                  Kiichi SUGIYAMA and Haruya HONGO 
         From the Department of Urology, Faculty of Medicine, Kyoto University 
                            (Director Prof. T. Inada) 
   Measurement of concentration f a new sulfonamide, Piridazin-Meito (Sulfamethoxy-
pyridazine), in the blood and the results of its clinical application have been reported. 
   1) Maximum concentrations of 10.6  mg/dl and 19.8  mg/dl of the drug in the blood 
have been reached 6 hours after administrations of 1 gm and 2 gm once a day respectively. 
The concentrations of the drug in the blood 24 hours after the administration were still 
7.5  mg/di, 9.8  mg/d1. From these findings it is evident that this drug is long-acting with 
high concentration in the blood. 
   2) This drug was administered in doses of  0.5-1 gm or  1-2 gm a day by mouth to 
21 cases of infection of the urinary tract, significant improvements were observed in 16 




Karabatsosらによつて尿路感染症 に 応 用 さ
れ,好 結 果が報 告 されている新サル フア剤 で,
比較 的小量 にて高血中濃度 を保ち,長 時間作用
性(long-actingeffect)の特 徴を有 してい る.
本邦 においては名糖 産i業KKがKynexと 同一
組 成のPiridazin-Meitoの合成に成功 した.
著者等 は本剤の提供を受 けて,尿 路感染症 に使
用 したので,そ の臨 床効果 について報 告す る.
薬 剤
Piridazin-Meitoは3-Sulfanilamido・6・methoxy
pyridazineで,次 の 化 学 構 造 を 有 し て い る.
NH・一《)一 …NH一く=〉一・・H・
NN
本 剤は 最 高 血中 濃 度 が高 く,そ の持 続 時 間 が長 く,
又 各臓 器 に よ く分 布 され,而 も排 泄 が緩 徐 で あ る とい
う特 性 を有 す るので,投 与 回 数及 び投 与 量 が 極め て 少
し・
名 糖 産業KK研 究 所 の動 物 実 験 に よれ ぽ,本 剤 の 血
中 濃 度 及び そ の持続 時 間 は,他 の サ ル フ ア剤(Sulfa-
nilamide,Sul丘soxazole,Sulfisornidin)と同量 の本







Piridazin-Meitoの血 中 濃 度
腎機 能 正常 の健 康 人 に射 し,Piridazin-Meitolg
1回(3例).291回(2例)の 経 口投 与 を 行 い,
それ ぞれ の血 中濃 度 を測 定 し,各 例 の 平均 値 を 第1表
及び第1,2図 に 示 した.
191回 投 与に 於 ては,投 与後6時 間 で最 高 値 に達
第1表Piridazin-Meitoの血 中 濃度
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し遊 離 型10.omg/dl,総量10.6mg/dlを示 し,24時
間 後 も遊 離型7.omg/dl,総量7.5mg/dlを証 明 した.
291回 投 与 に於 て は,投 与 後6時 間 で最 高 値 に達
し遊 離 型18.omg/dl,総量19,8mg/dlを示 し,24時
間 後 も遊 離型9.2mg/dl,総量9.8mg/d1を証 明 した.
血 中 の ア セチ ル化 型 の 濃度 は 第1,2図 の如 く,遊
離 型 の6～14%を 占め る にす ぎな かつ た.
市 川等 に よ るKynexの 血 中 濃 度測 定 をみ る と,1
91回 投 与で は3～6時 間で 最 高に 達 し8.6～11.Omg
/d1,24時間後 で2,3～3.3mg/d】を 示 してい る.1.5～
291回 投 与 で も3～6時 間で 最 高濃 度(11.9～14・2
mg/d1)に達 し,12時間 迄10rng/dl以上 の 濃度 を持
続 し,24時間 で7.2mg/d1を示 してい る.1g及 び2
g投 与 の 血中 の アセ チル 化 の濃 度 は,遊 離型 の12～30
%を 占め てい る.
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Piridazin-Meito血中 濃 度(291回 投 与)
著 者 等 は21例の 尿路 感 染症 にPiridazin-Meito(以
下PMと 略 す)を 使 用 し,そ の成 績 の概 要 を 第2表
に 示 した.PM投 与 量 は 本剤 の 血 中濃 度 が高 く,そ の
持…続 時 間 が長 い 特 性に よ り,初 回量1.Og,以後0.5g
と し,1日1回 投 与 を原 則 と した が,こ れ よ りも増量
して使 用 した 症 例 もあ る.小 児 に は減 量 した.以 下 こ
れ らの症 例に つ い て記 述 す る.
(第1例)K.T.,22才,♀,急 性 膀 胱炎.
初 診3日 前 よ り頻 尿(昼 間1～2時 間 毎,夜 間3～
4回),軽 度 の排 尿 痛 を 来た した.
尿 は軽 度 凋 濁,沈 渣iに赤 血球(+1～2/1視野),白
血 球(+4～5/1視野),上 皮 細 胞(+1～2/1視野).
大 腸菌(+)を 認め た.PM4日 間投 与(第1日1.O
g,第2日 以 後0.5g,1日1回)に よ り,自 覚 症 は
第3日 に て消失 し,尿 は第4日 に て清 澄 とな り,沈 渣
に 大 腸菌 を証 明 しな くな つ て いた.
効 果判 定:著 効
(第2例)1.F.,35才,9,急 性 膀胱 炎.
初 診前 日よ り頻 尿(昼 間30分～1時 間 毎,夜 間2～
3回),排 尿 時不 快 感 を来 た した.
尿 は軽 度 潤 濁,沈 渣 に赤 血 球(一),白 血球(+2～
3/1視野),上 皮 細 胞(+),大 腸 菌(+)を 証 明 した.
PM4h間 投 与(第1日1.Og,第2日 以 後0.5g,1
日1回)に よ り,自 覚症 は第3日 よ り消 失 し,尿 は 第
4日 にて 清 澄 とな り,沈 渣 に 大 腸 菌 を認 め な く な つ
た.
効 果判 定=著 効
(第3例)M.Y.,38才,♀,急 性 膀 胱 炎.
980 後 藤他 一 尿 路 感 染症 に 対 す るPiridazin-Meitoの使 用 経験
第2表Piridazin-Meito使用症 例 の槻 要









































































































初 診2日 前 よ り頻 尿(昼 間30分～1時 間 毎,夜 間4
～5回) ,排 尿 痛 を来 た した.
尿 は 中等 度 掴 濁,沈 渣 に赤 血 球(+5～10/視野),
白血 球(朴),上 皮 細 胞(+),大 腸 菌(暮)を 認 め
た.4日 間 投 与(第1日1.Og,第2日 以後0,5g,1
日1回)に よる も,自 覚 症 は不 変 で あ り,尿 所 見 の改
善 も得 られ な かつ た ので,他 の療 法 に転 じた.
効 果 判 定:無 効
(第4例)1.T.,47才,6,急 性膀 胱 炎.
初 診 前 日 よ り終 末排 尿 痛,頻 尿(昼 夜 間1時 間 毎)
を来 た した.
尿は 軽 度 掴 濁,沈 渣 に赤 血 球(+1～2/1視野),白
血 球(什),上 皮 細 胞(+),大 腸 菌(+),球 菌
(+)を 認 め た.PM投 与4日 間(第1日1.Og,第
2日 以後0.5g,1日1回)に よ り,頻 尿 は第2日 に












































効 果判 定:著 効
(第8例)K.0.,48才,♂,急 性 膀胱 炎.
初診前 夜 よ り頻 尿(昼 夜 間30分毎),排 尿痛 を来 た
した.
尿は 中等 度 潤濁,沈 渣 に赤 血 球(±0～2/1視野),
白血球(枡),上 皮細 胞(+),大 腸 菌(惜)を 認 め
た.PM投 与4日 間(第1日1.59,第2日 以 後0.75
9,1日1回)に よ り,自 覚 症は 消 失 した が,尿 は な
お 軽度溺 濁 し,沈 渣 に赤 血 球(一),白 血 球(+3～7
/1視野),上 皮 細 胞(一),大 腸菌(+)を 証 明 した.
そ の後患 者 の希 望 に て抗 生 剤療 法 に 変 更 した.
効 果判 定:有 効.
(第9例)S.A.,32才,9,急 性 膀 胱 炎.
初 診2日 前 よ り頻 尿(昼 間2～3時 間 毎,夜 間2
回),終 末排 尿痛 を来 た した 。
尿は 軽度 潤 濁,沈 渣 に 赤血 球(±o～1/1視野),白
血 球(+4～6/1視野),上 皮細 胞(+),大 腸菌(+)
981
を認 め た,PM投 与4日 間(第1日 初 回1.09,12時
間 後0.5g,第2日 以 後 毎12時間0.5g)に よ り,自 覚
症 は 第3日 に 消 失 し,尿 は第4日 に て 清 澄 とな り,沈
渣 に 大腸 菌 を 証 明 しな くなっ た.
効 果判 定:著 効
(第10例)Y.F.,40才,♀,急 性膀 胱 炎,
初 診5日 前 よ り頻 尿(昼 間1～3時 間 毎,夜 間2～
3回)を 来 た し,2日 前 よ りは排 尿 痛 を 伴 うよ うに な
っ た.
尿は 軽 度瀾 濁,沈 渣 に赤 血 球(+5～7/1視野),白
血球(+4～6/1視野),上 皮 細胞(±o～2/1視野),
大腸 菌(+),球 菌(+)を 認 め た.PM投 与(第1
日毎12時間Lo9,第2日 以 後毎12時間0.59)によ り
自覚 症 は 第4日 に て軽 度 とな り,第7日 に は 全 く消 失
し,尿 は 清澄 とな り,沈 渣 に大 腸 菌,球 菌 を証 明 しな
くなつ た.第10日 迄 投 与 して中 止 した.2カ 月後 同 様
の症 状 を 以 て再 発 し,PM投 与(前 回 と同様 の方 法)
に よ り,自 覚 症 は第3日 に て消 失,尿 も清澄 とな り,
第6日 まで投 与 を 続け て 中止 した が,そ の後 再 発 をみ
て いな い.
効 果 判 定:著 効
(第11例)K.K.,45才,6,急 性膀 胱 炎.
初 診13日前 よ り頻 尿,排 尿 痛が あ り,医 師 の 治療 を
受 け て い るが 自覚 症 が梢 々軽 快 せ る程 度 であ つ た.
尿 は軽 度 澗 濁,沈 渣 に 赤血 球(一),白 血球(+5～
6/1視野),上 皮細 胞(+),大 腸 菌(+)を 認 め た.
PM投 与4日 間 第(第1日 毎12時間1.09,第2日 以
後 毎12時間0.59)に よ り,自 覚症 は 全 く消 失 し,尿
は 清澄 とな り,沈 渣 に 大腸 菌 を 証 明 しな くな つ た.
効 果判 定:著 効
(第12例)H.S.,41才,6,急 性 膀 胱 炎.
初 診10日前 よ り終 末排 尿 痛,頻 尿(昼 間2時 間 毎,
夜 間1～2回)を 来 た した.
尿 は軽 度 溺 濁,沈 渣iに赤 血 球(一),白 血球(÷5～
8/1視野),上 皮 細胞(+5～8/1視野),大 腸 菌(+)
を 証 明 した.PM投 与(第1日 毎12時間1.09,第2
日以後 毎12時間0.59)に よ り,自 覚 症 は第4日 よ り
軽 快 し第6日 に て全 く消失 し,尿 は清 澄 とな り,沈 渣
に 大腸 菌 を 証 明 しな くな った.第7日 迄 投 与 して以 後
中 止 した が,再 発 を み な かっ た.
効 果 判 定:著 効
(第13例)K.S.,5才,♀,急 性膀 胱 炎.
初 診 前 夜 よ り排 尿 痛,頻 尿 を 来 た した.
尿は 軽 度 咽 濁,沈 渣 に赤 血 球(一),白 血 球(+3～
5/1視野),上 皮細 胞(±o～1/1視野),大 腸 菌(+)














































を 認 め た.PM投 与7日 間(第1目1.09,第2日 以
後0.59,1日1回)に よ り,自 覚症 は 軽 減 し,尿 瀾
濁 は軽 度 に な り,沈 渣 は 白血 球(+7～8/1視野),大
腸菌(+)・ 球 菌(+)と な つ た.更 に7目 間 投与 に
よ り自覚 症 は消 失 し,尿 は 消 澄 とな り,大 腸 菌,球 菌


































赤血球(柵),白 血球(粁),上 皮細胞(+),大 腸






































血 中濃度測定 お よび臨床成績につい て 報 告 し
た.
1)本 剤19お よび291回 投与に より,血
中濃度は何れ も6時 間にて 最高 に達 し,夫 々
10.6mg/d1,19.8mg/d1を示 し,24時間後 もな
お夫k7'5mg/d1,9.8mg/dlを証明 し,本 剤
の高血中濃度,長 時聞作用性の特微 を明 らかに
した.
2)尿 路感染症21例に本剤1日 量0.59～19
或 いは19～29の 経 口投与に より,著 効16例,
有効3例,無 効2例 の結 果を得た.
副作用は1例 も経験 しなかつた.
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